
演題

「メダカが教えてくれたこと」

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻
動物生殖システム分野 尾田 正二 准教授

２０２４年９月２８日（土） １３：００～１４：３０
邑楽郡板倉町中央公民館（参加費無料、事前登録不要）

事務局： 群馬野生メダカを見守る会
～ひっそりと生息するメダカに寄り添う見守り活動～
担当： ☏ ０２７－３７２－０２３５ （大山）

※本講演会は、群馬野生メダカを見守る会が
２０２４年度第２７回ぐんぎん財団環境賞受賞
を記念して企画運営しています。

日本めだかトラスト協会 会長、野メダカを育てる会 顧問
※専門分野：生殖生物学／放射線生物学／進化生物学／メダカ学

講師

期日および会場

お問い合わせ先

メダカの
講演会のお知らせ

住所:   群馬県邑楽郡板倉町大字板倉2698
電話番号: 0276-82-2435

メダカは400万年以上も昔から日本に住んでいる私たちの大先輩です。宇宙
放射線の影響を調べるためにメダカを国際宇宙ステーションに連れて行こう
として、健康とは何か、生き物が生きるとはどういうことか、をメダカから
教えられました。メダカも私たち人間も、生態系＝世界という大きな複雑系
システムの部品であることを教えられました。メダカが教えてくれたことを
お伝えするとともに、皆様からのメダカについてのご質問にお答えします。
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